
あなたの夢を、応援します。JASSOの奨学金。 

所得に応じた無理のない返還プランが選べます 

   ※ 所得連動返還方式の対象者及び条件は以下のとおりです。 
      対象者：大学・大学院・短期大学・高等専門学校・専修学校専門課程で第一種奨学金 (平成29年度以降)を借りる人。 
     条件  ：機関保証の選択（必須）、個人番号（マイナンバー）の提出（必須） 

• 年収が少ない場合には返還月額が低額になるため、返還期間が長くなることがあります。 
• 所得連動返還方式を選択した方も返還期限猶予を利用することができますが、減額返還制度の利用はできません。 
• 返還方式は採用時に選択できるほか、貸与期間中に所得連動返還方式から定額返還方式、または定額返還方式から所得連動返還方
式へ変更することができますが、貸与期間終了後は、定額返還方式から所得連動返還方式への変更のみ可能です。 
なお、人的保証の選択者が、所得連動返還方式に変更する場合は、機関保証への変更が必要となります。 

 平成29年度以降に第一種奨学金に採用された方は、返還方式に関わらずこれまでより約15%低い保証料で機関保証を利用できます。 

さらに知りたい方へ 
 所得連動返還方式の制度・申込方法等は、機構ホームページ、奨学金募集資料で確認してく
ださい。また、機構ホームページには、貸与月額、統計情報に基づいて将来の返還額や返還回
数等の試算ができる返還シミュレーションもあります。 

 返還シミュレーションが 
でき 

留意点 

定額返還方式  所得連動返還方式 

NEW 

 平成29年度から第一種奨学金を借り始める人は、『所得連動返還方式』が選べます。  
 『所得連動返還方式』は、卒業後の年収に応じて毎年の返還額が決まるので、年収が少ない時
期も、無理なく返還できる制度です。 

所得連動返還方式のご案内 

年収 
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所得連動返還方式に関する 

A 年収の条件はありません。収入に関わらず自由に定額返還方式・所得 
連動返還方式を選択できます。  

Q1 所得連動返還方式を選択する時に年収の条件はありますか？  

A 第二種奨学金での利用はできません。 

Q2 所得連動返還方式は、第二種奨学金 (利子あり) では利用できますか？ 

A 大学・大学院・短期大学・高等専門学校・専修学校専門課程で学ぶ 
学生・生徒が対象です。 

Q3 所得連動返還方式の対象となるのは大学生だけでしょうか？ 

A 機関保証を選択する必要があります（必須）。 

Q4 保証制度はどうすればいいでしょうか？ 

A 所得連動返還方式は卒業後の年収に応じた額で返還することができるの
で、年収が少ない場合は定額返還方式よりも月々の返還負担が軽減さ
れます。奨学金の利用を検討してみてください。 
※ 返還月額が低額になるため、年収が少ない場合には返還期間が長くなることが 
あります。 

Q5 奨学金を返す時のことが心配で、借りるべきか迷っています。 

A 貸与期間中は、所得連動返還方式から定額返還方式、または定額返還
方式から所得連動返還方式へ変更することができます。 
※ 貸与期間終了後は、定額返還方式から所得連動返還方式への変更のみ可能です。 
※ 人的保証の選択者が、所得連動返還方式に変更する場合は、機関保証への変更
が必要となります。 

Q6 一度、所得連動返還方式を選ぶと、変更はできないのでしょうか？ 

A 所得連動返還方式の選択を希望される方は、個人番号 (マイナンバー) 
を提出していただく必要があります（必須）。 

Q7 個人番号の提出は必要でしょうか？ 
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